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３ 要  旨 

牛糞堆肥のハイブリッドカラー栽培への適応性を検討した結果、以下の知見を得た。 
（１）牛糞主体の堆肥は、畑地性カラーの生育中期～後期にかけて特に肥効を示す。 
（２）上記の肥効特性により、切り花後の窒素供給量の増大によって球根肥大が良好になり、さら
に相対的な生育初期の窒素供給量の減少によって生育初期から中期における高温期の軟腐病が発生
しにくくなる。 
（３）施用量は、窒素成分1.2kg/a程度で十分な肥効が得られる。 
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